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Abstract   

Z：i9．50は情報検索のための国際標準プロトコルで、硯在各国で実装が進められつつある 

筆者らはこのZ39．50プロトコルを通じてDublinCorp Mat．adat．aElempntSet．を共通スキー  

マとして検索・返戻できる音誌データ検索システムを構築した。今回、対象としたデータは  

JAPAN／MAR（：の日本語書誌データで、これをDublill（70rPに変換した二】本稿ではこのZ39．50  

検索システムについて報告する。   
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1 はじめに  

Z39．50日は情報検索のための国際標準プロトコルであり、その特徴は多種多様な環境で構築さ  

れた情報検索システムに柑して透過的に検索できる点にある。筆者らはこれまでJAPAN／MARC  

のタグ・フィールドとZ39．50の代表的アトリビュートセットであるBib－1とのマッピングを行  

うことにより、JAPAN／MARCの書誌データを検索できるZ39・50システムを構築するとともに  

［2］［3］［4トWoPEcとWAGILSという2つのメタデータをDublinCoreMetadata・ElemelltSet（以  

下DublinCoreと呼ぶ）とマッピングし、DublinCoreのエレメントで検索するシステムを構築  

してきた【5〕。本論文ではさらにJAPAN／MARCの書誌データをDublinCoreのスキーマを通し  

て検索できるZ39．50検索システムについて報告する。   

Z39．50はデータベースの実装に依存しないスキーマを目指し、アトリビュートセットと呼ばれ  

る論理的なスキーマを定義している。しかしながら、Z39．50はアトリビュートセットが複数ある  

と透過的な検索が妨げられるため、結果として大部分のZ39．50サーバが8ib－1というひとつのア  

トリビュートセットを使っている。ところが、Bib」にマッピングする際のスキーマが定められて  

いないため、システム依存のマッピングになっており、異なる検索システムの間では同じフィー  

ルドが別のマッピングをしている可能性があるなど検索処理の一貫性が保たれていないという問  

題点が指摘され［6トニのデータ間のスキーマの遠いを吸収する枠組としてDublill（てoreの利用が  

提案されている【7］。   

Dublin（10re［8］は基本的な15エレメントを定義することによってインターネット上の多様な情  

報資源に対応し、情報資源発見の効率化をはかるために定義されたコアメタデー一夕である。Ⅰ）tll）1iIl  

ぐoreは単にシンプルなメタデータとして理解するのではなく、様々な分野に共通な要素、すな  

わち様々な分野にできるだけ共通の概念として認められた属性の要素の集まりとして定義された  

コアメタデータとして理解すべきである［9】。Dublin Coreが担う最も重要な役割は相互利用惟  

（Interoperability）であり、Z39．50のアトリビュート！ごツト、JAPAN／MAR（1やtTS－M．Ⅷ（1など  

の目録データ、Webコンテンツ、既存の各種メタデータなど多様な情報資源をDublinCorpをゲー  

トウェイとして相互に結ぶことで、情報資源の発見が容易になる。   

我々は検索システム間の相互接続性を目指した739．50と、データスキーマ間の相互利用惟を  

目指したDublillCoreを結合させ、様々な情報資源を統一一的に検索できるシステムの構築を目  

指しているが、今回はZ39．50とDublin Coreを透過的に利用できる基盤整備という観点でシス  

テム構築を行った。そこで、JAPAN／MARCデータを例としてDublin Coreを共通スキーマと  

してマッピングを行い、Z39．50のBib－1におけるDllbliれCore用のアクセスポイントを通して  

JAPAN／MARCを検索できるシステムを構築した（〕本システムによりJAPAN／MARCだけでな  

く、その他の書誌データについてもDubliIICoreを共通スキーマとしたZ39．50検索システムを容  

易に構築できるようになった。  

2 Z39．50検索システムの構築  

本システムはJAPAN／MARC L／コードをDublinCoreに基づいて記述し、利用者はZ39．う0の  

Bib－1のDublinCoTe用アクセスポイントから検索できる。本システムはプロトコルエンジン、コ  

ントロールモジコール、データベース部、メタデけ夕変換部からなる（図1）。   

プロトコルエンジンはZ39．50プロトコルを解釈し、コントロールモジュールに渡す。コントロー  

ルモジュールはプロトコルエンジンの解釈に基づき、検索エンジンへパラメータを渡し、セッショ  

ン毎の情報と履歴集合を管理する。プロトコルエンジンにはIndexData社のYAZ（YctAnother  
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図1：システムの構成  

Z：軋10′loolki川10］を利用した。   

メタデ㌦夕変換部は既存の書誌データをDublin Coreに基づくメタデータに変換する。現在  

は・1APAN／MARCからDublin（10reへの変換機能を持っている。JAPAN／MARCのデータ［11］  

を元にDlll）linCorpのRDF（ResourceDes（・・・iptionFramework）表現［12】に変換した。RDFは  

外部表現としてⅩML（eXl，enSibleMarkupLanguage）を用いるため、実際にはDublinCoreは  

XMIJで表記される。データの変換はPerlスクリプト（jmarc2dc．pl）により行なった。変換元の  

JAPAN／MARCデータと変換後のDublin（70reデータの一一例をそれぞれ資料1，2に示す。変換時  

にJAPAN／MARCのフィールド（サブフィールド）とDublinCoreの項目の間のマッピングを行  

なう。変換の際のマッピングの定義は、資料3に示す。マッピングは、DublinCoreに対して、一  

対多となるように行ない、1つの書誌項目が複数のDublinCoreエレメントに含まれることはな  

い。また、1つのDublin〔10reエレメントに対して、複数のデータ項目が存在した場合は、RDF  

におけるリスト要素を表すBagを用いて表硯した。なお、JAPAN／MARCで独自に定義されて  

いる外字については、適宜変換を行なった。   

データベース部はメタデータの検索を行なう。データベースの検索エンジンには、全文検索エ  

ンジンNamazu［13］を採用した。本システムでは、DublinCoreのRDF表現を解析し、エレメン  

トの内容を抽出するフィルタ（dc．pl）をNamazuのインデクサ（血km）のフィルタ機構に組み込  

んだ。このフィルタでは、XMLパーサとLて、PerlモジュールⅩML：：Parserを利用し、文字列  

がどのエレメントに含まれているかを判別して、Namazuのフィールド用インデクスに登録する。   

本システムでは、Z39．50のBib－1のUseアトリビュートに追加されたDublinCore用の15項  

目［14〕に対応した検索ができる（表1参照）？この15項目のアクセスポイント指定はDublinCore  

の項目と1対1の関係にあるため、アトリビュートの扱いがあいまいになることはない。Z39．50  

プロトコルでの検索要求は、内部的にNanlaZuの検索式に変換され、検索エンジンに渡される。  

また、検索要求としては履歴検索も扱える。  
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DublinCoreTllemellt  Z39．50Bib－1t，′TseAtt．ril・）1it．e  

NaIlle   Valtle   

Title   DC－Tit，le   1097   

Creator   DC－CreatJOr   1098   

Subject   DC－S11bjeぐt 1099   

Descript・ion   DC－DescrlPt）1011   1100   

Publisher   D（ブーPublisller   1101   

Date   DC－Date   1102   

Type   DC－ResourceType   1■103   

Identifier   DC－Resourceldent捕er  1104   

Language   DC－Language   1105   

Contributor   DC－OtherContributor  1106   

Format   DC－Fornlat   1107   

Source   DC－Source   1108   

RelatioIl   DC－R．elat．ion   1109   

Coverage   DC－Coverage   1110   

Rights   r）（フーR′i裏1t・SMa・IlageIllel’1t  1111   

表1：Bib－1に追加されたDubliIICoreエレメント   

実際にZ39．50クライアントで本システムに接続し、DublinCoreアクセスポイントで検索した  

例を図2に示す。検索結果を返戻する際は、プレインテキストの形式で返戻する。  

3 考察   

3．1 関連研究  

多様な情報資源を容易に利用できる仕組みを作りたいという要求はどの分野でも共通の話題で  

あり、それぞれの立場から様々な提案が行われている。この節では特にZ39．50に関わる研究につ  

いて考察する。   

Z39・50はZIG（Z39．50ImplementorsGroup）によって規格の検討と合意がなされており、現在  

ZIGにおけるこのマッピング問題に村処することを目指した議論の中で、複数のアトリビュート  

セットを同時に扱うことを目的としたAttributeArchitecture［15］の定義が進められている。この  

枠組の中心はCrossDomain（ⅩD）AttributeSet【16］であり、これは、DublinCoreを基本にした  

13項目のアクセスポイント指定か「）なるアトリビュートセットで、分野を横断した検索に利用す  

ることが期待されている。しかし、この方法は現行のZ39．50システムに対して、Bib－1から（1ross  

Domain（XD）AttributeSetに変更を求めることになり、アトリビュートセットの移行によって相  

互利用性が損なわれる可能性がある。   

また、JAPAN／MARCとZ39・50との関わりについて石田［17】［18］は、Bib－1で流用するのではな  

くJAPAN／MARC専用のアトリビュートセットを提案している。石田のi／ステムはJAPAN／MARC  

に特化したアトリビュートセットを設計し、実際にシステムを公開して評価実験を行っている。し  

かし、この手法ではJAPAN／MARCを検索する際にはJAPAN／MARCの構造に従った検索がで  

きるものの、JAPAN／MARC以外のデータに対しては適用できず、13ib－1との互換性もなくなっ  

てしまう欠点がある。  

Z39・50とDublin Coreを結合した例としては図書館情報大学電子図書館（ULIS－DL）【19］の  
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図2：検索例  

Z39．50サービスがある。tJLIS－DLはサブジェクトゲートウェイを目指したメタデータの構築を  

行っており、ULIS Coreと呼ばれるDublin Corcに基づいたエレメントセットを用いている。  

ULISqDLはもともとDublinCorcを基本として作られたシステムであるので、標準検索プロトコ  

ルZ39．50と組み合わせるのは自然であり、データそのものが元々DublinCoreで作成されている  

ため、システム構築時にマッピング問題が生じることはない。しかし、今後ULIS－DLがサブジェ  

クトゲートウェイとしての能力を高め、他のデータを対象にする場合には本システムで研究して  

いるスキーマ変換機能が必要になるだろう。   

以上のように、Z39．50の視点を重視するのか、JAPAN／MARCなどある特定データの流通性  

を重視するのか、多様なメタデータの相互利用性を重視するのかによってアプローチが異なるが、  

本研究ではZ39．50の視点を踏まえた相互利用性を重視する立場からシステム構築を行なった。   

3．2JAPAN／MARCデータのDublinCoreへの変換   

本論文はZ39．50とDublin Coreのシステム基盤構築に焦点があるため、JAPAN／MARCと  

Dublin Coreのマッピングについては深く立ち入らなかった。マッピングについては今後の問題  

として、今回のマッピング方針と将来展望について述べる。   

DublinCoreには、DublinCoreSimple（DCS）とDublinCoreQuali鮎r（DCQ）という考え方  
の相違によ妄2つのタイプがある。DCSは15項目のデータ要素をさらに細かく分けることはし  
ない書き方で、DCQはこの基本要素を細かく分けて記述する書き方である。今回はDCSを採用  

し、データは並列に並べた。JAPAN／MARCのタグに表されているデータのみをDublinCoreに  

変換し、JAPAN／MARCレコードのデータ郎に含まれていない項目はDublinCoreへの変換を  

行なわず該当なしとした。データのマッピングについては現在検討中で、DCQによる記述も検討  
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している。  

4 ぁわりに  

本研究はJAPAN／MARCを例としてDublinCoreを共通スキーマとしてマッピングを行い、  

Z39．50のBib－1のDublin Core用アクセスポイントを通してJAPAN／MARCを検索できるシ  

ステムを構築した。本システムによりJAPAN／MARCだけでなく他のデータについてもDublin  

Coreを共通スキーマにすれば本システムを利用してZ39．50で検索できる。  
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資料1   

JAPAN／MARC L／コード例（テキスト形式）。  

00198021725  

020＄AJP  

O20＄B98021725  

100＄A199804131996  0JPⅣ1312  

251＄A研究会「NDC新訂9版の適用をめぐって」  

251＄B研究会の記録  

251＄D第1回・第2回  

251＄F図書館流通センターPR室／編  

270＄A東京  

270＄B図書館流通センター  

270＄D1996．10  

275＄A2冊（資料編とも）  

275＄B30c m  

350＄A会期 1996年6月5日・7月11日  
551＄Aケンキュウカイ NDC シンティ 9ハン ノ テキヨウ オ メグッテ  

551＄ⅩKe nkyuuk ai 《NDC≫ sin t ei9ha n no t e kiyo  
O O me g u t t e  

551＄B251A1  

551＄D1  

551＄Aケンキュウカイ ノ キロク  

551＄ⅩK e n k y u u k ai n o kir o k u  
551＄B251B1  

658＄Aジッシンブンルイホウ  

658＄ⅩZis sin b u n r uillO O  
658＄B十進分類法  

677＄A O14．4 5  

677＄V9  

685＄A UL655  

f51＄Aトショカン リュウツウ センター  

751＄ⅩTo s y o k a n r y u u t u u s e n t a a  

751細図書館流通センター  

905＄A UL653－G5  

－104仙   



資料2  

変換後のRDf、表硯のDut）1iIl（▼10reメタデータ。  

く？Ⅹmlversion＝”1・0‖ encoding＝－●EUC－JP‖？＞  

＜rdf：RDF xmlns：rdf＝‖http：／／wvw・甘3．org／1999／02／22－rdゴ」syntax－nS＃．．  

Xmlns：dc＝‖http：／／p11rl．org／dc／elements／1．0／．■＞   

くrdゴ：D¢SCription abont＝＝‖＞   

＜dc：Subject＞   

くrdゴ：Bag＞  

くrdゴ：1i＞ジッシンブンルイホウく／rdゴ：1i＞  

＜rdゴ：1i＞十進分類法く／rdf：1i＞  

＜rdゴ：1i＞Zis sin b u n r uih o＜／rdゴ：1i＞  

＜rdゴ：1i＞014．45＜／rdゴ：1i＞  

くrdf：1i＞UL655＜／rdf：1i＞   

く／rdゴ：Bag＞   

く／dc：Snbject＞   

くdc：CreatOr＞   

くrdゴ：Bag＞  

くrdf：1i＞図書館流通センターPR室 掃く／rdf：1i＞  

＜rdゴ：1i＞トショカン リュウツウ センター＜／rdf：1i＞  

くrdゴ：1土＞図書館流通センター＜／rdf：1土＞  

＜rdゴ：li＞To s y o k a n r y u t u s e n t a＜／rdゴ：1i＞   

く／rdゴ：Bag＞   

く／dc：CreatOr＞   

くdc：title＞   

くrdゴ：Bag＞  

くrdゴ：1i＞研究会「NDC新訂9版の通用をめぐって」く／rdf：1i＞  
くrdf：1i＞研究会の記録＜／rdf：1i＞  

くrdf：1土＞第1回・第2回く／rdゴ：1i＞  

くrdf：1i＞ケンキュウカイ NDC シンティ 9ハン ノ テキヨウ オ メグッテ ケンキュ  
ウカイ ノ キロクく／rdゴ：1土＞  

くrdf：1i＞Ke nkyu k ai ≪NDC≫ sint ei9h an n o t ekiyo o   
me gu t t e Ke nk y u k ai n o kir ok uく／rdゴ：1i＞   
く／rdf‥Bag＞   

く／dc：title＞   

くdc：identiまier＞   

くrdゴ：Bag＞  

＜rdf：1i＞98021725く／rdゴ：1i＞  

くrdf：1i＞UL653－G5く／rd董：1i＞   

＜／rdf：Bag＞   

く／dc：土dentifier＞   

＜dc：description＞会期1996年6月5日・7月11日く／dc：descript土on＞   
くdc‥COVerage＞東京く／dc：COVerage＞   

＜dc：date＞1996．10＜／dc：date＞   

くdc：pnblisber＞図書館流涌センターく／dc：p止bli血er＞  

＜／rdf：Description＞  

＜／rdf：mF＞  
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資料3  

DublinCoreとJAPAN／MARCの対応関係  
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